
容器包装プラスチックを皆さんがルールにした
がって分別すると、資源になり樹脂パレットや、車
止めなどの製品に生まれ変わります。また、「容器包装に係る分別収集及び再商品
化の促進等に関する法律」により、事業者、市町村、消費者が連携して、きちん
と分別し引取られた場合は、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会より市町
村に再商品化合理化拠出金として交付金が支払われます。

　ただし、分別収集物の中に入ってはいけないもの（汚れが付着しているもの、
ライター・乾電池・かみそり・ガラス破片などの禁忌品）が混入すると、今後の
引取りが難しくなるので、住民の皆さま一人ひとりのご協力が必要不可欠です。

容器包装プラスチックとは、商品を消費した後、不要になるプラスチック製の容
器や包装のことを指します。
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● 粘着物のついた封筒
● 防水加工された紙（紙コップ、紙皿、
　紙製カップ麺容器、紙製ヨーグルト容器、油紙、ロウ紙など）
● 裏カーボン紙、ノーカーボン紙  （宅配便の複写伝票など）
● 圧着はがき（親展はがき）
● 感熱紙（ファックス用紙、レシートなど）
● 印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙、感光紙（青焼きコピー紙）
● プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせた複合素材の紙
● 金・銀などの金属が箔押しされた紙
● なっせん紙（昇華転写紙、絵柄などを布地に加熱してプリントする紙）
● 感熱性発泡紙 （点字関係で使用。熱を加えたところが盛り上がる紙）
● 合成紙（プラスチックで作られている紙）
● 臭いのついた紙（石鹸の個別包装紙、紙製の洗剤容器、線香の紙箱など）
● 水に濡れた紙、油のついた紙（使い終わったティッシュペーパーやタオルペーパー、食品などで汚れた紙）
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調査の結果、紙類が半分程度
を占めています。
まだまだ、資源化可能な紙類
が多く含まれていますので、
今後も環境保全と天然資源の
消費抑制の観点から、更なる
分別への取組みにご理解とご
協力をいただきますようお願
いします。

町では、定期的に可燃ごみの
中身を調査しています。
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大口町

容器包装プラスチックの
リサイクル

容器包装プラスチックの対象は、

がついているものです
プラの材質表示マーク
容器包装プラスチックの対象は、

がついているものです
プラの材質表示マーク
袋類…菓子袋、ラーメン袋、冷凍食品袋、ポケットティッシュの個袋
パック類…レトルトパック、詰替え用シャンプーなど
チューブ類…ケチャップや歯磨き粉など
ボトル類…シャンプーリンス（ボトル類はキャップとボトルを分離）
緩衝材類…玉ねぎやリンゴを保護するネット
カップ・パック類…カップめんや豆腐、卵のパックなど
その他…ペットボトルなどのプラスチック製キャップなど

　中身が残っていたり、汚れが付着していないように水ですすいで出
してください。汚れが落ちない場合は、「その他プラスチック」に出
してください。また、レジ袋等に入れてまとめた場合は、中身の確認
のため、捨てる際に必ず袋から出してください。

容器包装ではないもの（例）

危険物（禁忌品）

汚れが落ちないものは、

　間違いやすいものとして、CDやDVDのケース、クリーニングのビニール袋、
フリーザーバッグ、メール便のビニール製封筒、テープ、ひも、本のカバー、
バケツ、洗面器、コンビニスプーンは、容器包装プラスチックに該当しません。
その他プラスチックに入れてください。

　処理の際、手分別をおこないますので、カミソリや乾電池、
ライターなど危険物（禁忌品）は絶対入れないでください。

　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会では、定期的に容器包装プラスチックの品質調査をおこなっており、
毎年２％未満の異物の混入があります。品質を維持するため、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

について

その他プラスチック
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